
草 津 警 察 署 協 議 会 議 事 録  

 

開 催 日 時 令和５年６月28日（水）午後３時10分～午後５時30分 

開 催 場 所 草津警察署 ５階大会議室 

 

 

 

 

出席者 

 

委 員 
佐藤亮会長、奥野美紀副会長、竹内雅和委員、田中和子

委員、石光堅太郎委員、宇野良彦委員、勝山圓昭委員、

小林正彦委員 

 

 

警 察 

署長、副署長、地域官、刑事官、調査官（会計課長）、

調査官(警務課長)、調査官(刑事第一課長）、調査官（警

備課長）、留置管理課長、生活安全課長、地域第一課

長、地域第二課長、地域第三課長、刑事第二課長、交通

第一課長、交通第二課長 

議 事 概 要  

１ 委嘱状交付 

２ 公安委員会委員長挨拶 

  公安委員会委員長から、「警察署協議会では、それぞれの立場から様々な提言

や要望を出していただくことが重要であり、本日は、率直で忌憚のない御意見を

お願いしたい。」旨の挨拶がなされた。 

３ 署長挨拶 

署長から、「委員の皆様から、様々な御提言、御意見等をいただいて、管内住

民の安全、治安の維持のため、警察活動の強力に推進したい。」旨の挨拶がなさ

れた。 

４ 委員及び出席幹部の自己紹介 

  委員及び出席幹部から自己紹介がなされた。 

５ 会長及び副会長の選出 

  委員の互選により、佐藤委員が会長に、会長の指名により、奥野委員が副会長

にそれぞれ選出された。 

６ 会長・副会長挨拶 

会長から、「この４年間の活動で、市民の代表としてどのような提言ができる

か考えてきた。これからも、市民との橋渡し役としてやっていきたい。」、副会長

から、「自身のコミュニティの中で、協議会で見聞きした内容や警察と一緒に頑

張っていけるということを話しているが、これからも続けていきたい。」旨の挨

拶がなされた。 

７ 議事 

 (1) 「議事録の作成と承認手続について」 



   議事録は協議会事務局で作成し、承認手続は会長に一任されることとなっ

た。 

 (2) 管内の犯罪情勢について 

警察から、刑法犯認知件数、特殊詐欺発生状況、犯罪抑止活動について説明

があった。その際、委員から、「自転車の鍵掛けに関して、学校を通じて啓発

してはどうか。」旨の提言があり、警察から、「施錠率の低さにより、大学生や

高校生の盗難被害は多い傾向にある。量販店の駐輪場では人感センサー付きス

ピーカーの効果もあって盗難被害は減少傾向であり、現在大学に対して、同ス

ピーカーの設置について協力依頼している。」旨の説明があった。 

そのほか、委員から、「粗暴犯が今年になって増えている理由はなぜか。」、

「草津商店街の一角に出店した飲食店で、客引きのような行為を行っていると

聞くが、何らかの対策は取れないのか。」旨の質問があり、警察から、「これま

では、コロナ禍で人出が少なかったが、人出が増えてきたことで喧嘩が増え、

結果、粗暴犯の発生も多くなっている。」、「現状を確認し、指導や取締り等適

切に対応していきたい。」旨の説明があった。 

 (3) 管内の交通事故発生状況について 

警察から、交通事故発生状況、交通安全対策、道路計画について説明があっ

た。その際、委員から、「旧草津川と小柿交差点の間で、国道１号に出る道路

においては、平日の夕方、ひどい渋滞が発生しているので、矢印信号の設置は

できないのか。」との提言があり、警察から、「現状を確認し、最適な方法を検

討させていただく。」旨の説明があった。 

そのほか、委員から、「自転車の死亡事故では、ヘルメットはかぶっていた

のか。」との質問があり、警察から、「自転車の死亡事故は２件あったが、２

件ともヘルメットはかぶっていなかった。」旨の説明に対し、委員から、「その

数値を学校教育や交通安全指導で子供たちに示し、ヘルメット着用の重要性を

伝えていただきたい。」旨の意見がなされた。 

(4) 「次回協議会の日程等について」 

   次回協議会は９月に開催し、協議テーマについては、各委員の意向を確認し

決定することとした。 

８ 閉会 

 


